
 ４次総の基本構想、基本計画の構成案 

 ３次総 ４次総 

基
本
構
想

１ まちづくりの目標 

２ 目指す都市像 
（１）「歴史文化のまち」づくり 
（２）「健康長寿のまち」づくり 

３ 市政のさらなる展開 
（１）「創造する力」による「都市の発展」 
（２）「つながる力」による「くらしの充実」

４ 基本計画の策定 

１ まちづくりの目標 

２ 目指す都市像 

３ 市政のさらなる展開 

４ 基本計画の策定 

第１章 基本計画のフレーム 
（１）基本計画の位置づけ 
（２）基本計画の区域 
（３）基本計画の期間 
（４）基本計画の内容 
（５）実施計画の策定

第１章 基本計画のフレーム 
（１）基本計画の位置づけ 
（２）基本計画の区域 
（３）基本計画の期間 
（４）基本計画の内容 
（５）実施計画の策定

 第２章 時代の潮流 第２章 時代の潮流 

基
本
計
画

第３章 目標人口 
（１）本市の人口状況 

（２）目標人口の設定

第３章 持続可能なまちづくり 
（１）地域の活力維持 

①人口フレーム 
②地域の活力維持の考え方 

 ※総合戦略が読み込めるように、最低限の基本的な考え方
を記載する。事業は実施計画で示す。） 

（２）ＳＤＧｓ 
 ※ＳＤＧｓに対する基本的な考え方を記載する。 
  事業は実施計画で示す。 
（３）デジタル 
（４）グリーン 

第４章 重点プロジェクト 
（１）「創造する力」による「都市の発展」 

  歴史都市・文化都市・中枢都市 

（２）「つながる力」による「くらしの充実」 

  健康都市・防災都市・共生都市

第４章 ７大構想 

※現在の５大構想のアップデートを想定

第５章 分野別の基本的な方向性 
 ①観光・交流 ②農林水産 ③商工・物流、 
 ④文化・スポーツ ⑤こども・教育 
 ⑥都市・交通 ⑦社会基盤 ⑧健康・福祉 
 ⑨防災・消防 ⑩生活・環境

第５章 分野別の基本的な方向性 
 ①観光・交流 ②農林水産 ③商工・物流、 
 ④文化・スポーツ ⑤こども・教育 
 ⑥都市・交通 ⑦社会基盤 ⑧健康・福祉 
 ⑨防災・消防 ⑩生活・環境 

※基本的な考え方のみとし、具体的な取組、 

内容などは実施計画で示す。

第６章 各分野の政策・施策を 

推進するための視点 
１ 市民自治 
 （１）知らせる （２）やってみる 
 （３）深める  （４）つながる 
２ 都市経営 
 （１）質の高い行財政運営 
 （２）効果的なアセットマネジメント 
 （３）ＩＣＴの高度利用 
 （４）多面的な広域行政

第６章 各分野の政策・施策を 

推進するための視点 
１ 市民自治 
２ 都市経営 

 第７章 都市構造軸の考え方 第７章 都市構造軸の考え方（要調整）

 第８章 各区の取組 第８章 各区の取組 

 ※市民向けの冊子は、上記の基本構想、基本計画の構成（目次）にとらわれず、高校生でも読みやすい

ような構成（内容）とする。 

  また、表紙などのデザインを工夫し、思わず手に持って見たくなるような作りにする。
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 ３次総 ４次総 

実
施
計
画

第１ 序説 
 １ 実施計画策定の主旨 
 ２ 計画期間 
 ３ 後期実施計画の策定 
 ４ 実施計画の基本的事項 

第２ ５大構想 

第３ 人口「70 万人」プロジェクト 

   （静岡市総合戦略の推進） 

第４ 重点プロジェクト 

第５ 分野別の基本的な方向性 

第６ 各分野の政策・施策を推進 

   するための視点 

第７ 行政区別事業計画 

第８ 財政シミュレーション 

第１ 実施計画について 
 １ 実施計画策定の主旨 
 ２ 計画期間 
 ３ 実施計画の策定 
 ４ 実施計画の基本的事項 

第２ 地域活力維持に向けた取組 

第３ ＳＤＧｓの取組 

第４ ７大構想の取組 

第５ 分野別の基本的な方向性 

第６ 各分野の政策・施策を推進 

   するための視点 

第７ 行政区別事業計画 

第８ 財政シミュレーション 
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４次総策定会議準備会（4/14） 各局・区の主な意見まとめ 

分類 意見 

全般 

・現状分析をしっかりと行い、エビデンスに基づいた政策立案を図るべき 

・PDCA をしっかりと回すために、P の段階で C→A を議論しておく必要がある 

・図、表などを用いて、わかりやすい冊子としたい 

・コロナによって発生した課題と、そうでない課題と区別してまちづくりを検討すべきでは 

・●大構想、総合戦略、SDGｓ、グランドデザイン、分野別計画等の関係性を明確に整理してほしい 

・４次総の基本方針を示し、次に、基本理念、目指す姿を明記すべきでは 

・ＤＸの記載は今後の社会に重要だと考えるため、目立つように記載すべき 

・各局、区で各種個別計画を所管しているおり、計画期間も合わせているものも多いので、連携して進めたい。

基本構想 

・「世界に輝く静岡」とは具体的にはどのようなことなのか 

・「目指す都市像」を書き込まず、抽象的で理念的なものにしてみてはどうか 

・SDGs の「誰ひとり取り残さない」、「持続可能なまち」は基本構想に盛り込んでもいいのでは 

・基本構想を先行して作成し、バックキャストで基本計画を検討していくべきではないか 

・基本構想に目標年次はないが、概ね〇年程度と定めてはどうか 

・「まちづくりの目標」と「市政のさらなる展開」は基本計画へ入れるべきではないか 

・●大構想の目指す姿は基本構想へ位置付けるべきではないか 
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基本計画 

・「市政のさらなる展開」で示す、垂直方向の「都市の発展」、水平方向の「くらしの充実」が理解されにくい 

・組織とリンクした分野の方が説明しやすい 

・成果指標や数値目標の考え方、評価についてしっかり整理すべき 

・「都市構造軸」については、必要性や内容について再検討が必要 

・「各区の取組」は３区のグランドデザインが出来上がり、●大構想で触れればいらないのでは 

・SDGs にいて、各ゴール、ターゲットから、どのように施策化していくか十分に議論が必要。 

・グリーンについて SDGs の項目ではなく、地域活力の維持の項目に入れてはどうか 

・各局で作成している計画を吸い上げる形で構成してみては 

・分野別が目的、目標、手段が混在しており、整理が必要だと思う 

・分野別と別に世代別（若者、子育て、シルバーなど）に整理してもいいのではないか

策定体制 

・庁内プロジェクトチームには幅広い分野から構成してほしい 

・プロジェクトチームに参加する職員の負担が過度に大きくならないようにしてほしい（局、課の企画主任者と役割

分担できるように） 

・全職員に対して、各個人が思い描く静岡市の在り方を意見聴取して、意識の高揚に努めてはどうか

市民意見 

・様々な手法で、幅広く市民意見を聴取したい（積極的に高校生や大学生の意見を取り入れるなど） 

・策定段階から積極的な情報発信を実施したい。実行の過程においても、市民に理解してもらう必要がある。 

・市職員のＯＢから地域の声としてアンケート調査してはどうか 

・県外の人や転出者に意見聴取してもよいのでは 

・市内企業等からの意見聴取も必要ではないか



参考文献 参考４

タイトル 著者 発行書 刊行年

１ 人口減少社会のデザイン
ひろい よしのり

広井 良典 東洋経済新報社 2019年

２ ＳＤＧｓ ～持続可能な開発目標～
かにえ のりちか

蟹江 憲史 中央公論新社 2020年

３ 本当に住んで幸せな街 ～全国「官能都市」ランキング～
しまはら まんじょう

島原万丈＋HOME S総研 光文社 2016年

４ 創造都市への挑戦 ～産業と文化の息づく街へ～
ささき まさゆき

佐々木 雅幸 岩波書店 2012年

５ 世界のコンパクトシティ ～都市を賢く縮退するしくみと効果～
たにぐち まもる

谷口 守 ほか 学芸出版社 2019年

６ 最強の縄文型ビジネス ～イノベーションを生み出す４つの原則～
やなか しゅうご

谷中 修吾 日本経済新聞出版社 2019年

７ 未来の年表 ～人口減少日本でこれから起きること～
かわい まさし

河合 雅司 講談社 2017年

８ ２０４０年の未来予測
なるけ まこと

成毛 眞 日経ＢＰ 2021年

９ 日本再生のための「プランＢ」 ～医療経済学による所得倍増計画～
ゆう へいきょう

兪 炳匡 集英社 2021年


